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平成 30 年度事業報告書案 

≪平成 30 年度事業報告書≫ 

本法人は平成 30 年度以下の事業を実施した。 

〔1〕 こころのバリアフリー研究会総会の開催 

こころのバリアフリー活動を有効に展開するためには、様々な立場、目的で行われて

いる活動について、会員および一般参加者が情報を交換し、可能な協力関係について

模索することが重要である。この目的を達成するために、こころのバリアフリーに関

する活動についての幅広い発表を求めることが総会開催の趣旨である。こころのバリ

アフリー研究会のテーマについては、理事会で決定される。 

 テーマを決定する際には、行われている活動により共通するもの、あるいは、今後

有意義な活動を展開するための刺激になるものが取り上げられる。 

テーマ、日時、会場などについては、こころのバリアフリー研究会の HP で公表する

ほか、関連の雑誌での案内掲載、関連の団体等の集会におけるパンフレットの配布な

どを通じて、広く周知を行う。集会には、誰でも参加が可能である。総会のプログラ

ムや総会を行った結果についても研究会の HP で公開される。当研究会の総会では、

当事者、家族、その他の支援者、精神保健従事者、精神科医など、様々な背景をもっ

た参加者が意見、情報を交換し、こころのバリアフリー活動の展開を進めるので、極

めて公益性が高い事業である。 

 平成 30 年度のテーマは 「今考えるこころのバリアフリー∼だれもが幸せに生きて

いい～」とし、基調講演は佐藤 光源氏にお願いした。また、「アンチスティグマっ

て何？〜こころのバリアフリーの普及のために〜」、「医療・福祉現場におけるピア

サポートの活用の実際」、「就労支援」、「各地域におけるアンチスティグマ活動」

をテーマとしたシンポジウム、「メンタルヘルスマガジン『こころの元気＋』を研究

する」、「アートをとおしてのメンタルヘルスの啓発」をテーマとした一般演題の発

表があった。 

【対象】 

会員および広く一般 

 非会員、一般の人も、こころのバリアフリー研究会の HP での公表、関連の雑誌で

の案内掲載、関連の団体等の集会におけるパンフレットの配布などを通じて、情報を

知ることができる。事前参加登録は、研究会事務局で受け付ける。また、当日参加も

会場にて受け付ける。 

 

〔2〕 若手精神科医へのこころのバリアフリー研修 
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若手精神科医に、精神科医がどのようにこころのバリアフリー活動を進めることがで

きるかについて、こころのバリアフリー研究会総会に際して、「身体拘束/隔離につい

て」非自発的入院・治療 2018 年の現状と課題 ～同意なき介入、主に行動制限を考え

る～をテーマとした研修を行なった。本研修は、特定非営利法人日本若手精神科医の

会との共同事業として行われる。特定非営利法人日本若手精神科医の会には、 

HP http://jypo.umin.jp/homepage/go_nyuukai.html#001 で公表されているとおり、

大学や専門分野を超えて、精神科医療の専門性の確立、精神科医療に必要とされる教

育研修の提供、さらに精神科医療の発展に資する研究の活動を行い、国内外の精神科

医との情報交換や啓発活動を積極的に関わることに関心がある若手精神科医は、誰で

も入会できる。 

【事業対象】 

会員および非会員 

【業務委託】 

特定非営利法人日本若手精神科医の会 

 

〔3〕 精神疾患患者のシリアスな身体的治療への説明同意手順・診療援助ガイドラインの作

成 

重度の精神疾患患者がシリアスな身体的治療を受ける際の診療援助のあり方について

は、これまでガイドラインが作成されておらず、重度の精神疾患患者のシリアスな身

体的治療が十分に施行されないという結果を招いている。この問題を解決するために、

こころのバリアフリー研究会の会員等によって、ガイドライン作成ワーキンググルー

プを結成し、エキスパートのコメントをまとめる形でガイドライン素案の策定を行な

う予定であったが、ワーキンググループメンバーの健康問題により、当事業計画は今

年度、進捗をみなかった。 

【対象】 

広く一般 

 

〔4〕 ピアスタッフ研修支援 

リカバリーした当事者が他の当事者を支援するピアスタッフは、当事者のリカバリー

を進め、精神疾患に関するスティグマを解消するために、極めて重要な役割を果たす。

わが国では、これまでのところ、ピアスタッフに対する研修、ピアスタッフを受け入

れるスタッフに対する研修が系統的には行われていない。ピアスタッフ研修支援では、

研修内容の決定、講師の選定、研修の周知、運営に関する方法を検討する。成果物は、

http://jypo.umin.jp/homepage/go_nyuukai.html#001
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研究会の HP、学会、雑誌などを通じて公表される予定である。早稲田大学の岩崎香を

主任研究者とする平成 28年度厚生労働科学研究補助金（障害者政策総合研究事業）障

害者ピアサポートの専門性を高めるための研修に関する研究（２８１３０２０１ ）に、

秋山剛、山口創生、種田綾乃が分担研究者として加わり、精神・身体障害・知的・難

病・高次脳機能障害のすべての領域のピアサポーターを対象とした基礎研修会のモデ

ルの効果検証を行なった。 

 

【対象】 

広く一般 

 

〔5〕 情報収集発信事業 

こころのバリアフリーに関する活動をしている団体は、全国に数多く存在していると

思われるが、これまでのところ、それぞれの団体に関する情報を系統的に収集し、発

信する事業が行われていない。団体の活動は、いろいろな分野に分化しており、お互

いの活動に関する情報を得ることによって、活動を相互に補完しあうことが可能とな

る。こういった情報発信が、団体のネットワークの強化につながると考えられ、成果

物は、研究会の HP などを通じて公表される。平成 30 年度も、ニュースレターの作成、

ホームページを通しての会員間の情報共有を進めた。 

 

【対象】 

広く一般 

 

〔6〕 こころのバリアフリー研究会の広報 

こころのバリアフリーの活動を進めるためには、ホームページ等を通じた情報の交換、

広報活動を活発に展開することが必要である。ホームページの構成については事務局

が案を作成し、理事、評議員、会員、一般の利用者からのコメントを得て改訂を行う。

こころのバリアフリー研究会のホームページ上の成果物閲覧について、会員・非会員

での差別はない。利用者は、ホームページの構成や内容についての意見を事務局に伝

達することが可能であり、必要な場合には、当該の利用者に回答を送付することも可

能である。ホームページの改訂は随時行われる。 

ホームページは、会員の活動、動向、イベントの予定などによって構成される予定で

ある。会員からの情報に基づいて、記事内容を作成する。また、総会を行う際には、

アナウンス、プログラムなどを掲載する。今年度は、広報をさらに効果的に進めるた
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めに研究会のロゴの選定を行う予定であったが、予算の逼迫から進捗をみなかった。 

SNS 利用として事務局がフェイスブックページを作成し、フェイスブックを使用して

いる会員や関連団体を中心に、研究会ならびに会員による様々な活動の情報を提供し、

フェイスブックを通じてさらにその知人や関連団体にも情報が伝わるように試みた 

 

【対象】 

会員、広く一般 

 

〔7〕 表彰事業 

 表彰事業は、すぐれたこころのバリアフリー活動を展開している個人、団体を表彰

し、その成果について周知するとともに、さらにすぐれた活動の展開を奨励すること

を目的とする。募集は、HP等を通じて公募し、選定委員会で厳正な選定を行う。対象

者は、すぐれたこころのバリアフリー活動を展開している個人、団体一般とする。 

選考は、直接の利害関係者が排除した選考委員会で公正に行う。本表彰事業の意義に

ついて資料をまとめ、広く応募をつのり、5件の応募があった。 

【対象】 

広く個人、団体一般 

 

 

 


